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1-3 研究の方法  
 















































































































































































































































































1-6  論文の構成 
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狩猟の期間は、北海道以外の区域では毎年 11 月 15 日～翌年 2 月 15 日、猟区
内では毎年 10 月 15 日～翌年 3 月 15 日となっており、北海道ではそれぞれ 10
月１日～翌年１月 31 日と猟区内９月 15 日～翌年２月末日である。これは、農
作業や落葉の状況、また鳥獣の保護の観点から設定されている。 
害獣の捕獲頭数は年々増えており、2000 年と 2010 年の比較ではシカは約 14





 本論で取り上げる京都府福知山市は、平成 22 年度に「福知山市鳥獣被害防止

































の指定と同様である（2013 年は 11 月 15 日から 2014 年３月 15 日）が、害獣駆
除としておこなわれる駆除猟は現在４月から 10 月の間も続けられている。 
しかしながら、猟師の年齢構成の高齢化傾向と、猟師人口自体の不足は依然と
して全国的な課題である。ふたたび環境省による全国の統計を見れば、狩猟免
許所持者数は 1975 年の 51 万８千人から 2000 年の 21 万人まで急落し続け、以
後 20 万人前後で推移している 6）。そのうえで、60 歳以上の免許所持者比率は、
1975 年には４万６千人で１割以下であるのに対し、2000 年は８万１千人で約４





























































































 駆除の動向及び聞き取り調査期間は、おもに 2011 年 10 月から 2013 年３月
までの 13 回おこなった。それ以外も 2013 年３月に至るまで、会話を記録する
など本論に関連して月に１～２回程度、現地入りをおこなっている。  
 


















































































図２ 檻の作成の様子         図３ 完成した檻 












図４ 檻を仕掛けた様子（白いものは米ぬか）図５ 檻にシカがかかった状態 
（筆者撮影 2011 年 10 月、部分拡大）    （筆者撮影 2011 年 11 月） 
26 
 






図６ くくりわな         図７-１ くくりわなの作り方 
（筆者撮影 2012 年３月）      （筆者撮影 2012 年４月） 
 


























 図９ 獲物の搬入 
図８ 捕獲物の記録（写真撮影）    （筆者撮影 2011 年 12 月） 






























































図 11-1 燻製作り       図 11-2       図 11-3 
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４）京都新聞 2013年 12月 16日付 「有害鳥獣、３市で焼却 福知山・舞鶴・綾部、
14年度に施設建設」 
 http://www.kyoto-np.co.jp/politics/article/20131216000025 
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    2013 年 8 月 18 日 筆者撮影） 
図３－4 海岸  
図３－５ 海から見た経ケ岬  
42 
 





人口は大幅に減少した。2013 年の統計では世帯数は 84、人口は 204 人、一世帯
あたりの人数は 2.4 人である 10)。15 年前（1988 年）の一世帯あたりの人数は








聞き取り調査は、地区に住む 11 世帯 13 名に実施した。調査期間は 2013 年 5














農漁業をおもな生業としてきた集落であり、1960 年には農業従事者 4 ％に

























記号 性別 年齢 備考 
本調査
 









b2 女性 60 代 袖志生まれ。上記と同様。 
C 2 
c1 男性 80 代 
袖志生まれ。 ずっと袖 志。半
農半漁世帯。 
c2 女性 80 代 
袖志生まれ。 ずっと袖 志。半
農半漁世帯。 
D 2 d 女性 60 代 
袖志生まれ。 かつて機 織りに
従事。 




F - f 女性 70 代 袖志生まれ。 








h 男性 60 代 
袖志生まれ。 かつて機 織りに
従事。 
I  i 女性 - - 
J  j 女性 - - 











































































































Ａ B C D E F G 
海 
イワノリ ● △ △ ○ △ ○ △ 
ハバ △ △ - ○ ○ - - 
ズンメ ○ - - ○ ○ - - 
セイ ○ - - ○ ○ - - 
アオノリ ○ - ○ - ○ - - 
ワカメ ● ○ ● ● ○ - ○ 
アラメ - - ○ ○ - - - 
テングサ ● △ - ○ ○ - - 
ウゴ - - ○ - - - - 
モズク ○ ○ ○ - ○ ○ - 
ウニ ● ○ - - ○ - - 
サザエ ○ ○ ● ● ○ - - 
アワビ ○ - ○ - ○ - - 
ニシ - - ○ - - - - 
魚 （ 漁 ・ 釣
り） △ - ● ● ● - - 
山 
山椒 - ○ ○ - - - - 
フキ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ 
栽
培 
稲作 △ - △ ○ ○ ○ ○ 
畑 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
【凡例】  
○：完全自給利 用  
（自家消費・お すそわけ ）  
△：自給利用＋ やや商業 利用  
（沢山とれたら 、少量出 荷もする）  
●：商業利用＋ やや自給 利用  
（出荷をする。 自家消費 もする）  
―：採捕・栽培 を行って いない  




































































いが、5 月以降は午後も刈ってもよい。ウニは年 2 日の解禁日のみ共同で採捕
をおこなう。このように解禁日の扱いは対象物によって異なる。 













前回のノリ摘みから 15 日以上空いた日を解禁日としている。 
海止めや解禁日の規定は地先ルールと呼ばれ、地域によって内容が異なる。
地先ルールとは別に、京都府が海洋資源保護のために、禁漁期間や体長制限、



























いときで 1 回 200 枚程度、年間で 500 枚程度摘む者もいる。しかし、聞き取り
























































































































3-3 採捕の動機と伝承  
 


















表３．採捕を誰に学んだか /子どもの頃の体験  
 
 










 ４年生くらいまではノリ摘みに行っていた。朝学校に行く前に 30 分とか 1 時間













採 捕 方 法
を誰に 
学んだか 

















































































































































































































































































表６. 聞き取り内容評価  
 
  聞  き 取  り 内  容  
世帯  体験  誰に 交流  没頭  張合い 対話   食物  喜び 
A ○ ◎         ◎ ◎ 
B   ◎ ○     ○ ◎ ◎ 
C     ◎   ○ ◎ ○ ◎ 
D ○   ○         ◎ 
E ○ ○             
F               ◎ 
G ○ ○             
H ○               
I       ○ ○       
J   ○   ○         
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第４章 自然とかかわる自立自存的な生き方  
 














































他方はほぼ海と山に囲まれている集落である。世帯数 458 戸、人口は 1125 人







旅館な軒を連ねていたが、今はその 10 分の 1 程度の件数にまで減じている。 
 
（２）対象者  















1960 年代後半になるとミカンが値落ちしたが、Ａ氏はそれでも 1970 年代い
っぱいは続けた（図２）。その後、山の中腹を整地して山荘を建てることにし、




























                 
  図 1-2 由良川  
 














































 図２ ミカン  
 
 












節行動、漁・猟、自作道具、その他に分類した（表 1）。  
このような生活行動のなかで、食生活にかかわる行動と住生活にかかわる行
動とに分け、調査結果を踏まえて分析する。   
表 1 Ａ氏の生活行動 

































































































 図５ 柿 
 
                           柿の皮  



















































 A 氏は山荘周辺の山以外に平野部に水田 2 反 3 畝ほどを所有しており、10 俵
（600 ㎏）程度が自家消費分に回される。Ａ氏は常に６～７俵を備蓄米として
おり、また日頃はその備蓄米すなわち古米を食している。 






 山荘の畑の面積（およそ 1～2 反）がさほど広くないことから、すべての食生
活を充足するには不足することがあるが、不足する野菜類は農作物同士の物々


































                         天ぷら  
 
             タラの芽  
 






   図８ タケノコ堀り  
 
 
























































の 30kg 袋に 25 袋分ほどとれ、灰は同 1 袋分になるという。 
 
  










































図 11  庭園・石垣積み 
  
図 12 炭焼き窯 
 
































 この図の説明を以下に述べるが、いずれも A 氏の聞き取りと行動の観察によ
ってまとめたものであり、前述した内容と重複する場合には説明を簡略にした。 
 




























（３）経験    
A 氏が自然と社会の中で得た経験こそ、現在のＡ氏の行動を可能とする技能
や技術となって表れているもので、その具体的な内容は、調査結果において述
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